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保護関係のフェイルオーバーとフェイルバックを実
行する

ハードウェア障害や災害が原因で保護関係のソースボリュームが無効になっている場合
は、 Unified Manager の保護関係機能を使用して保護デスティネーションの読み取り /

書き込みアクセスを可能にし、ソースがオンラインに戻るまでそのボリュームにフェイ
ルオーバーすることができます。 その後、データの提供に使用できる元のソースにフェ
イルバックできます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• この処理を実行するには、 OnCommand Workflow Automation をセットアップしておく必要があります。

手順

1. SnapMirror 関係を解除。

デスティネーションをデータ保護ボリュームから読み書き可能ボリュームに変換する前、および関係を反
転する前に、関係を解除する必要があります。

2. 保護関係を反転する。

元のソースボリュームが再び使用可能になったら、ソースボリュームをリストアして元の保護関係を再確
立できます。ソースをリストアする前に、以前のデスティネーションに書き込まれたデータとソースを同
期させる必要があります。逆再同期処理を使用して新しい保護関係を作成するには、元の関係のロールを
反転し、ソースボリュームと以前のデスティネーションを同期させます。新しい関係に対して新しいベー
スライン Snapshot コピーが作成されます。

反転関係は、カスケード関係に似ています。

3. 反転する SnapMirror 関係を解除する。

元のソースボリュームが再同期され、再びデータを提供できるようになったら、解除処理を使用して反転
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関係を解除します。

4. 関係を削除します。

反転関係が不要になった場合は、元の関係を再確立する前に反転関係を削除する必要があります。

5. 関係を再同期します。

再同期処理を使用して、ソースからデスティネーションにデータを同期し、元の関係を再確立します。

ボリューム / 健全性の詳細ページから SnapMirror 関係を解除
します

保護関係をボリューム / 健全性の詳細ページから解除して、 SnapMirror 関係にあるソー
スボリュームとデスティネーションボリュームの間のデータ転送を停止することができ
ます。関係の解除は、データを移行する場合、ディザスタリカバリやアプリケーション
のテストなどの目的で行うことがあります。デスティネーションボリュームは読み書き
可能ボリュームに変わります。SnapVault 関係を解除することはできません。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automation のセットアップが完了している必要があります。

手順

1. ボリューム / 健全性 * の詳細ページの * 保護 * タブで、解除する SnapMirror 関係をトポロジから選択しま
す。

2. 目的地を右クリックして、メニューから * ブレーク * を選択します。

[ 関係の解除（ Break Relationship ） ] ダイアログボックスが表示されます。

3. 「 * Continue * 」をクリックして関係を解除します。

4. トポロジで、関係が解除されていることを確認します。

ボリューム / 健全性の詳細ページで保護関係を反転しています

災害によって保護関係のソースボリュームが機能しなくなった場合は、ソースの修理や
交換を行う間、デスティネーションボリュームを読み書き可能に変換してデータの提供
を継続することができます。ソースがデータを受信できる状態に戻ったら、逆再同期処
理を使用して逆方向の関係を確立し、ソースのデータを読み書き可能なデスティネーシ
ョンのデータと同期できます。
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作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automation のセットアップが完了している必要があります。

• SnapVault 関係は使用できません。

• 保護関係がすでに存在している必要があります。

• 保護関係が解除されている必要があります。

• ソースとデスティネーションの両方がオンラインになっている必要があります。

• ソースが別のデータ保護ボリュームのデスティネーションになっていることはできません。

このタスクについて

• このタスクを実行すると、共通の Snapshot コピーのデータよりも新しいソースのデータは削除されま
す。

• 逆再同期した関係に対して作成されるポリシーとスケジュールは、元の保護関係と同じになります。

ポリシーとスケジュールが存在しない場合は作成されます。

手順

1. ボリューム / 健常性 * の詳細ページの * 保護 * タブで、トポロジからソースとデスティネーションを反転
する SnapMirror 関係を探して右クリックします。

2. メニューから * 逆再同期 * を選択します。

逆再同期（ Reverse Resync ）ダイアログボックスが表示されます。

3. 逆再同期を実行する関係が * 逆再同期 * （ Reverse Resync * ）ダイアログボックスに表示されているこ
とを確認し、 * 送信 * （ Submit * ）をクリックします。

逆再同期（ Reverse Resync ）ダイアログボックスが閉じ、ボリューム / 健全性の詳細ページの上部にジ
ョブのリンクが表示されます。

4. 各逆再同期ジョブのステータスを追跡するには、* Volume/Health の詳細ページで View Jobs *をクリック
します。

フィルタリングされたジョブのリストが表示されます。

5. ブラウザの戻る矢印をクリックして、 * 音量 / ヘルス * の詳細ページに戻ります。

すべてのタスクが正常に完了すれば逆再同期処理は終了です。

ボリューム / 健全性の詳細ページから保護関係を削除していま
す

保護関係を削除すると、選択したソースとデスティネーションの間の既存の関係を完全
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に削除することができます。これは、たとえば別のデスティネーションを使用して関係
を作成する場合などに行います。この処理ではすべてのメタデータが削除され、元に戻
すことはできません。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automation のセットアップが完了している必要があります。

手順

1. ボリューム / 健全性 * の詳細ページの * 保護 * タブで、削除する SnapMirror 関係をトポロジから選択しま
す。

2. 目的地の名前を右クリックし、メニューから * 削除 * を選択します。

[ 関係の削除（ Remove Relationship ） ] ダイアログボックスが表示されます。

3. [* 続行 ] をクリックして、関係を削除します。

関係がボリューム / 健全性の詳細ページから削除されます。

ボリューム / 健全性の詳細ページから保護関係を再同期してい
ます

SnapMirror 関係や SnapVault 関係を解除してデスティネーションが読み書き可能になっ
たあとに、ソースのデータとデスティネーションのデータが一致するようにデータを再
同期することができます。再同期は、必要な共通の Snapshot コピーがソースボリュー
ムで削除されたために SnapMirror や SnapVault の更新が失敗する場合にも実行すること
があります。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• OnCommand Workflow Automation のセットアップが完了している必要があります。

手順

1. ボリューム / 健全性 * の詳細ページの * 保護 * タブで、再同期する保護関係をトポロジから探して右クリ
ックします。

2. メニューから * Resynchronize * を選択します。

または、 * Actions * メニューから * Relationship * > * Resynchronize * を選択して、現在詳細を表示して
いる関係を再同期します。

再同期化ダイアログボックスが表示されます。
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3. [* Resynchronization Options] * タブで、転送の優先順位と最大転送速度を選択します。

4. [ * ソース Snapshot コピー * ] をクリックし、 [ * Snapshot コピー * ] 列で [ * デフォルト * ] をクリックし
ます。

Select Source Snapshot Copy （ソース Snapshot コピーの選択）ダイアログボックスが表示されます。

5. デフォルトの Snapshot コピーを転送するのではなく、既存の Snapshot コピーを指定する場合は、 * 既
存の Snapshot コピー * をクリックし、リストから Snapshot コピーを選択します。

6. [Submit （送信） ] をクリックします。

再同期ダイアログボックスに戻ります。

7. 再同期するソースを複数選択した場合は、既存の Snapshot コピーを指定する次のソースに対して *

Default * をクリックします。

8. Submit * をクリックして、再同期ジョブを開始します。

再同期ジョブが開始されると、ボリューム / 健全性の詳細ページに戻り、ページの上部にジョブのリンク
が表示されます。

9. 各再同期ジョブのステータスを追跡するには、* Volume/Health の詳細ページで View Jobs *をクリックし
ます。

フィルタリングされたジョブのリストが表示されます。

10. ブラウザの戻る矢印をクリックして、 * 音量 / ヘルス * の詳細ページに戻ります。

すべてのタスクが正常に完了すれば再同期ジョブは終了です。
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